
門の話題長

　

俵
山
多
目
的
交
流
広
場
の
ク
ラ

ブ
ハ
ウ
ス
が
完
成
し
、
８
月
６
日

（月）
、竣
工
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

竣
工
式
で
は
大
西
市
長
が
「
今

後
、
こ
の
施
設
を
活
か
し
、
世
界

に
通
用
す
る
ア
ス
リ
ー
ト
を
育
て

て
い
く
ほ
か
、
国
内
外
の
チ
ー
ム

の
キ
ャ
ン
プ
を
誘
致
す
る
こ
と
で

地
域
の
活
性
化
に
も
貢
献
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
。
工
事
経
過
の

説
明
や
感
謝
状
の
贈
呈
の
後
、
出

席
者
全
員
で
万
歳
三
唱
し
て
竣
工

を
祝
い
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
は
木

造
２
階
建
て
（
一
部
Ｒ
Ｃ
造
）
で
、

ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム
や
医
務
室
、
ト

イ
レ
の
ほ
か
、
キ
ャ
ン
プ
実
施
に

必
要
と
な
る
チ
ー
ム
ル
ー
ム
、
マ

ル
チ
メ
デ
ィ
ア
ル
ー
ム
を
備
え
て

い
ま
す
。

俵
山
多
目
的
交
流
広
場
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

世
界
に
通
用
す
る
ア
ス
リ
ー
ト
を

海
と
日
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
Ｓ
ｅ
ａ
級
グ
ル
メ
ス
タ
ジ
ア
ム
in
山
口
」

高
校
生
と
小
学
生
が
商
品
を
開
発

　

８
月
19
日
（日）
、「
Ｓ
ｅ
ａ
級
グ

ル
メ
ス
タ
ジ
ア
ム
in
山
口
」
が
大

津
緑
洋
高
校
で
開
か
れ
、
大
津
緑

洋
高
校
の
生
徒
と
市
内
小
学
生
ら

約
40
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
日
本
財
団
「
海
と
日
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環
と
し
て

開
催
さ
れ
た
も
の
で
、
小
学
生
に

地
元
の
海
の
現
状
や
課
題
、
水
産

業
の
特
色
を
伝
え
、
海
に
関
心
を

深
め
て
も
ら
い
、
次
世
代
へ
海
を

引
き
継
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
は
じ
め
に
大
津
緑

洋
高
校
の
生
徒
が
先
生
役
と
な
っ

て
海
の
授
業
を
行
っ
た
後
、
市
内

の
水
産
業
や
道
の
駅
セ
ン
ザ
キ
ッ

チ
ン
を
見
学
。
そ
の
後
、
市
内
企

業
が
と
ら
ふ
ぐ
や
長
州
黒
か
し
わ

な
ど
を
使
っ
て
開
発
し
た
「
と
ら

ふ
ぐ
の
フ
リ
ー
ズ
ド
ラ
イ
ス
ー

プ
」
の
商
品
ネ
ー
ミ
ン
グ
の
考
案

に
取
り
組
み
、
参
加
し
た
子
ど
も

た
ち
は
楽
し
そ
う
に
商
品
の
ネ
ー

ミ
ン
グ
を
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
考
案
さ
れ
た
商
品
は
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
パ
ッ
ケ
ー
ジ
商
品
と
し

て
、
10
月
21
日
（日）
に
東
京
都
で
行

わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
販
売
さ
れ
る

予
定
で
す
。

▲商品をイメージしてネーミングを考える

▲関係者ら約 50人が出席して竣工式が行われた

▲水産養殖の現場でエサやりを体験

▲クラブハウスなどが再整備された俵山多目的交流広場

グ
ロ
ー
バ
ル
感
覚
を
身
に
つ
け
る
た
め
に

市
内
中
学
生
を
ベ
ト
ナ
ム
に
派
遣

　

８
月
６
日
（月）
、
中
学
生
海
外
派

遣
事
業
「
あ
す
へ
の
翼
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
で
派
遣
さ
れ
る
市
内
中
学

生
６
人
と
引
率
指
導
主
事
１
人
の

激
励
会
が
長
門
市
役
所
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
派
遣
期
間
は
８
月
19
日

（日）
か
ら
27
日
（月）
の
７
泊
９
日
間

で
、
ベ
ト
ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国

の
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
と
ビ
ン
ズ
ン
新

都
市
に
派
遣
さ
れ
、
英
語
研
修
の

ほ
か
、
現
地
の
中
学
生
と
の
交
流

や
企
業
の
工
場
見
学
、
平
和
学
習

が
行
わ
れ
ま
す
。
派
遣
さ
れ
る
仙

崎
中
学
校
３
年
の
伊
藤
海
里
さ
ん

は
「
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
経
験

し
、実
り
あ
る
９
日
間
に
し
た
い
」

と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。
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ジ
ャ
パ
ン
ラ
グ
ビ
ー
ト
ッ
プ
チ
ャ
レ
ン
ジ
リ
ー
グ
の
選
手
に
学
ぶ

俵
山
で
ラ
グ
ビ
ー
教
室

　

８
月
18
日
（土）
、
マ
ツ
ダ
ブ
ル
ー

ズ
ー
マ
ー
ズ
に
よ
る
ラ
グ
ビ
ー
教

室
が
俵
山
多
目
的
交
流
広
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

教
室
は
小
学
生
の
部
と
高
校
生

の
部
に
分
か
れ
て
実
施
。
小
学
生

は
「
手
つ
な
ぎ
オ
ニ
」
で
体
を
ほ

ぐ
し
た
後
、
体
幹
の
傾
き
を
修
正

す
る
な
ど
し
て
、
足
が
速
く
な
る

方
法
を
学
び
ま
し
た
。
高
校
生
は

パ
ス
ワ
ー
ク
や
タ
ッ
ク
ル
の
基
本

的
な
プ
レ
ー
の
動
き
を
確
認
。
体

の
動
か
し
方
な
ど
の
指
導
を
受
け

ま
し
た
。
最
後
は
ブ
ル
ー
ズ
ー

マ
ー
ズ
の
選
手
に
よ
る
ロ
ン
グ
パ

ス
や
キ
ッ
ク
な
ど
の
プ
レ
ー
が
披

露
さ
れ
、
参
加
者
ら
は
迫
力
あ
る

プ
レ
ー
に
魅
入
っ
て
い
ま
し
た
。

南
三
陸
町
の
被
災
経
験
を
共
有
し
、
防
災
に
つ
い
て
考
え
る

中
学
生
が
防
災
研
修
交
流

　

８
月
７
日
（火）
、
宮
城
県
本
吉
郡

南
三
陸
町
の
中
学
生
と
市
内
中
学

生
に
よ
る
防
災
研
修
交
流
が
俵
山

公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
防
災
研
修
交
流
は
平
成
24

年
度
に
市
内
の
中
学
生
が
南
三
陸

町
に
派
遣
さ
れ
て
以
来
実
施
さ
れ

て
お
り
、
こ
の
日
は
南
三
陸
町
立

歌
津
中
学
校
・
志
津
川
中
学
校
か

ら
10
人
、市
内
中
学
校
か
ら
10
人
、

防
災
・
教
育
関
係
者
ら
15
人
が
出

席
し
て
防
災
課
題
に
つ
い
て
熟
議

▲異文化交流によるコミュニケーション能力の向上が期待される

▲災害と向き合い、どう対処すべきか意見交換

▲プロ選手からの指導を受け、熱心に取り組む

▲グループで出し合った意見をまとめ、発表

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
ら
は
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
防
災
に
関
す
る
意
見
交
換
を

行
い
、
最
後
に
「
自
分
た
ち
に
で

き
そ
う
な
こ
と
」
や
「
地
域
で
取

り
組
み
た
い
こ
と
」
を
発
表
し
ま

し
た
。

　

研
修
に
参
加
し
た
南
三
陸
町
の

生
徒
ら
は
「
長
門
市
と
の
交
流
で

新
た
な
視
点
で
の
意
見
が
生
ま
れ

る
の
で
、
良
い
こ
と
だ
と
思
う
」

と
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。
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▲引揚者が辿った道のりをパネルで確認できる

地
域
と
移
住
希
望
者
の
架
け
橋
に

 

磯
野 

沙
智
恵 

さ
ん

門の長 門の

（
長
門
市
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
／
油
谷
向
津
具
上
）

　

長
門
市
へ
の
移
住
希
望
者
に
対
し
、

情
報
提
供
や
各
種
支
援
を
行
う
移
住

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し
て
８
月
に

着
任
し
た
磯
野
沙
智
恵
さ
ん
。
７
月

ま
で
活
動
し
た
地
域
お
こ
し
協
力
隊

と
し
て
の
経
験
を
も
と
に
、
地
域
と

移
住
希
望
者
の
架
け
橋
と
し
て
向
津

具
地
区
で
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
向
津
具
地
区
は
人
口
減
少
や
高
齢

化
が
著
し
く
、
そ
の
課
題
解
決
の
た

め
に
こ
れ
ま
で
築
い
た
地
域
の
人
と

の
つ
な
が
り
や
知
り
得
た
地
域
の
情

報
を
活
か
し
、
移
住
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
し
て
活
動
し
た
い
」
と
磯
野

さ
ん
。
移
住
者
を
増
や
す
こ
と
が
地

域
活
性
化
の
鍵
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
「
移
住
を
検
討
す
る
た
め
に
長
門
市

に
来
て
も
、
短
期
間
の
滞
在
で
は
地

域
の
暮
ら
し
ぶ
り
は
わ
か
ら
な
い
。

長
期
的
に
滞
在
で
き
る
仕
組
み
が
あ

れ
ば
」と
課
題
を
感
じ
て
お
り
、現
在
、

地
域
団
体
と
と
も
に
お
試
し
暮
ら
し

施
設
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
つ
く
り
な

が
ら
、
地
道
に
地
域
の
良
さ
を
発
信

し
て
い
き
、
少
し
ず
つ
で
も
長
門
市

に
移
住
し
て
く
れ
る
人
を
増
や
せ
れ

ば
」
と
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

しゅん

旬
な人

し
ゅ
ん

▲長期間滞在できるお試し暮らし施設の整備を進めている

著
名
な
漫
画
家
た
ち
が
描
い
た
終
戦
後
の
引
揚
げ
の
記
憶

引
揚
げ
マ
ン
ガ
作
品
展
in
仙
崎

　

８
月
10
日
（金）
か
ら
21
日
（火）
ま

で
、
青
海
島
観
光
汽
船
の
り
ば
で

特
別
展
示
「
引
揚
げ
マ
ン
ガ
作
品

展
in
仙
崎
」
が
平
和
祈
念
展
示
資

料
館
の
主
催
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

終
戦
後
間
も
な
く
引
揚
港
に
指

定
さ
れ
、
軍
人
と
民
間
人
あ
わ
せ

て
約
41
万
人
の
受
入
れ
を
行
っ
た

仙
崎
港
。
家
族
で
仙
崎
港
に
引
き

揚
げ
た
漫
画
家
・
森
田
拳
次
さ
ん

の
作
品
の
ほ
か
、
子
ど
も
時
代
を▲終戦後の様子をマンガで描く
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第
18
回
村
田
清
風
競
書
大
会

書
を
通
じ
て
清
風
の
功
績
を
学
ぶ

　

７
月
28
日
（土）
、
村
田
清
風
記
念

館
で
第
18
回
村
田
清
風
競
書
大
会

が
開
催
さ
れ
、
市
内
の
小
中
学
生

約
60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
長
州
藩
「
天
保
の

改
革
」
の
中
心
人
物
と
し
て
手
腕

を
ふ
る
い
、
維
新
回
天
の
礎
を
築

い
た
村
田
清
風
に
関
す
る
語
句
や

詩
を
書
に
表
す
こ
と
で
、
清
風
の

果
汁
が
多
く
、
さ
わ
や
か
な
香
り
と
ま
ろ
や
か
な
酸
味
が
特
長

「
長
門
ゆ
ず
き
ち
」の
販
売
開
始

　

山
口
県
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
柑
橘
で

あ
る
「
長
門
ゆ
ず
き
ち
」
が
収
穫

期
を
迎
え
、
８
月
18
日
（土）
、
県
内

最
大
の
産
地
で
あ
る
長
門
市
で
販

売
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
「
長
門
ゆ
ず
き
ち
」
は
果
汁
が

多
く
、
さ
わ
や
か
な
香
り
と
ま
ろ

や
か
な
酸
味
が
特
長
で
、
い
ろ
い

ろ
な
食
材
と
の
相
性
が
良
く
、
料

理
の
味
を
引
き
立
て
ま
す
。

　

こ
の
日
は
市
内
の
ス
ー
パ
ー
で

「
長
門
ゆ
ず
き
ち
」
の
生
果
汁
で

つ
く
っ
た
ジ
ュ
ー
ス
の
試
飲
や
果

実
の
販
売
会
が
開
催
さ
れ
、
旬
の

味
覚
を
味
わ
お
う
と
多
く
の
買
い

物
客
が
手
に
と
っ
て
い
ま
し
た
。

　
「
長
門
ゆ
ず
き
ち
」
は
10
月
中

旬
頃
ま
で
販
売
さ
れ
ま
す
。

観
光
列
車
「
◯
◯
の
は
な
し
」
運
行
一
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

カ
ン
カ
ン
部
隊
が
お
も
て
な
し

　

平
成
29
年
８
月
に
デ
ビ
ュ
ー

し
、
新
下
関
駅
と
東
萩
駅
間
で
運

行
さ
れ
て
い
る
観
光
列
車
「
◯
◯

の
は
な
し
」
が
運
行
一
周
年
を
迎

え
、
８
月
４
日
（土）
と
５
日
（日）
に
記

念
イ
ベ
ン
ト
が
沿
線
の
駅
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

５
日
（日）
に
は
JR
仙
崎
駅
で
記
念

イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
、「
◯
◯
の

は
な
し
」
の
テ
ー
マ
ソ
ン
グ
を
歌

う
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
原

田
侑
子
さ
ん
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
ラ
イ

ブ
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
戦
後
か
ら

昭
和
50
年
代
に
か
け
て
北
浦
で
水

揚
げ
さ
れ
た
新
鮮
な
魚
を
山
陰
本

線
で
運
ん
で
い
た
行
商
人
「
カ
ン

カ
ン
部
隊
」
に
扮
し
た
な
が
と
観

光
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
ら
に
よ
り
、
仙

崎
産
の
サ
ザ
エ
の
つ
ぼ
焼
き
や
イ

カ
焼
き
が
乗
客
に
振
る
舞
わ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
４
日
（土）
に
は
JR
長
門
市

駅
で
東
深
川
保
育
園
の
園
児
ら
に

よ
る
歓
迎
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

▲村田清風記念館の厳かな雰囲気の中、筆を走らせる ▲刺身にかけたり、唐揚げにかけたり、用途万能な長門ゆずきち

功
績
や
人
柄
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
郷
土
の
歴
史
や
文
化
に
関
心

を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。
大
会
で
は「
防
長
の
四
白
」

や
「
明
治
維
新
」、「
八
万
貫
目
の

大
敵
」
な
ど
、
清
風
に
関
す
る
23

の
語
句
や
詩
の
中
か
ら
題
材
を
1

つ
選
び
、
参
加
者
は
半
紙
や
画
仙

紙
に
筆
を
走
ら
せ
ま
し
た
。

満
州
で
過
ご
し
引
き
揚
げ
た
赤
塚

不
二
夫
さ
ん
や
ち
ば
て
つ
や
さ
ん

と
い
っ
た
著
名
な
漫
画
家
た
ち
が

自
身
の
経
験
や
記
憶
を
辿
り
な
が

ら
描
い
た
漫
画
作
品
30
点
が
展
示

さ
れ
ま
し
た
。

　

各
作
品
に
は
家
や
土
地
を
失

い
、
栄
養
失
調
や
感
染
症
な
ど
で

身
の
危
険
が
迫
る
中
、
日
本
を
目

指
し
た
人
々
の
労
苦
が
描
か
れ
て

お
り
、
来
場
者
は
当
時
の
様
子
に

思
い
を
馳
せ
て
い
ま
し
た
。　

▲カンカン部隊に扮した観光アテンダントらによる振る舞い

▲ JR仙崎駅に到着した車両を出迎える一同


